
シ
ュ
ミ
ッ
ト
ハ
ゥ
ゼ
ン
教
授
（
ハ
ン
ブ
ル
グ
大
学
）
の
発
表
さ
れ
る
論

文
は
、
そ
の
優
れ
た
着
眼
点
と
精
級
な
論
証
、
更
に
広
汎
な
渉
猟
力
に
よ

っ
て
、
い
つ
で
も
読
者
に
一
種
の
新
鮮
な
驚
き
を
与
え
る
。
教
授
の
そ
の

よ
う
な
研
究
成
果
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
も
既
に
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
所

て
は
あ
る
が
、
日
頃
よ
り
教
授
の
研
究
に
学
ぶ
こ
と
の
多
い
者
の
一
人
と

し
て
、
近
年
出
版
さ
れ
た
論
文
を
紹
介
し
、
以
て
、
学
恩
の
一
端
に
報
い
、

兼
ね
て
は
教
授
の
研
究
法
を
学
ぶ
た
め
の
筆
者
自
身
の
研
究
ノ
ー
ト
に
し

た
い
と
思
う
。

こ
こ
に
取
り
上
げ
る
論
文
は
、
Ｈ
胃
己
胃
閏
ロ
四
日
目
噌
静
ｏ
陸
○
国
呉

庁
ロ
①
シ
ヴ
目
。
臼
閏
日
閉
四
目
ｐ
８
ａ
国
ｐ
ｐ
ｑ
群
ｍ
冒
蔚
尉
冒
①
国
威
○
ロ
ヮ
冨
目
‐

ず
①
冨
口
○
○
日
目
の
ロ
３
８
晶
言
群
ロ
名
⑦
ｇ
巴
Ｈ
①
廠
禺
①
ロ
８
８
国
色
め
８
口

Ｈ
目
・
胃
口
唱
目
）
と
題
し
て
一
九
八
一
年
に
ぐ
①
旨
‐
ぐ
耐
ロ
ロ
四
で
開
催

さ
れ
た
Ｐ
Ｃ
目
四
号
嵐
９
房
‐
鄭
冒
君
の
旨
目
に
お
い
て
発
表
さ
れ
、
弓
旨
‐

ロ
①
Ｈ
礫
口
ｇ
ｇ
閣
員
目
号
①
さ
さ
頓
の
ロ
ロ
・
嗣
巨
（
崖
巨
の
冒
届
農
ロ
ロ
号
〉
国
⑦
津
巨
》

ら
鴎
．
に
掲
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

考
察
の
対
象
は
、
無
著
に
帰
せ
ら
れ
て
い
る
『
阿
毘
達
磨
集
論
（
集
論
）
』

Ｌ
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
〈
ウ
ゼ
ン
「
阿
毘
達
磨
集
論

の
見
道
規
定
と
そ
の
チ
ベ
ッ
ト
註
釈
（
特
に
プ

ト
ン
の
註
釈
に
関
し
て
）
」

小
谷
信
千
代

先
ず
、
便
宜
上
、
当
の
四
種
の
規
定
を
拙
訳
に
よ
っ
て
挙
げ
る
（
印
且
‐

９
口
本
は
、
こ
の
箇
所
還
元
の
ぽ
．
）
。

見
道
と
は
何
か
・
要
約
す
れ
ば
（
“
貰
目
ｍ
胃
呂
・
総
説
、
２
日
目
ｐ
ご
）

仙
世
第
一
法
の
直
後
の
無
所
得
（
四
国
喝
騨
盲
冒
冒
。
》
回
○
口
も
①
旨
名
‐

威
○
目
・
境
目
○
口
‐
②
弓
Ｈ
§
の
ロ
巴
○
口
）
な
る
三
昧
（
の
四
目
目
巨
）
と
智
慧

（
冒
且
目
）
と
及
び
そ
れ
に
相
応
す
る
も
の
（
＄
昌
冒
昌
○
咽
》
陣
且
‐

冨
昌
ゞ
の
閏
昌
○
鳴
》
彼
相
応
等
法
）
と
で
あ
る
。
②
そ
れ
は
ま
た
、
所

縁
と
能
縁
と
の
平
等
平
等
な
る
智
（
の
自
己
妙
の
四
日
巴
閏
号
乱
冨
昌
冨
‐

冨
茸
目
四
日
』
教
授
の
指
摘
、
や
思
い
ロ
．
韻
に
よ
り
巴
④
Ｂ
ｇ
ｐ
伊

を
巴
四
目
冨
冨
に
訂
正
）
で
あ
る
。
③
そ
れ
は
ま
た
、
自
分
自
身

に
関
し
て
、
有
情
の
仮
説
と
法
の
仮
説
と
を
捨
て
去
っ
た
も
の
（
胃
騨
‐

ご
騨
巳
貰
己
‐
伊
己
口
昌
目
阻
茸
ぐ
儲
色
目
胃
冨
含
〕
胃
邑
儲
伊
冒
庸
目
）
を
、

の
、
見
道
を
説
明
す
る
一
文
で
あ
る
（
呼
且
冒
口
．
喝
．
３
函
Ｉ
認
》
い
』

屯
：
．
巨
戸
頁
房
ｌ
昌
巨
｝
ロ
卿
大
正
房
蝉
・
ミ
ー
争
麗
》
画
』
忠
）
。
教
授

は
、
こ
の
中
の
見
道
を
規
定
す
る
四
種
の
記
述
が
相
互
に
異
質
な
も
の
で

あ
る
こ
と
に
着
目
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
規
定
の
起
源
を
『
集
論
』
に
先
行
す

る
典
籍
の
中
に
求
め
る
。
更
に
、
歴
史
的
に
も
内
容
的
に
も
相
互
に
異
質

て
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
一
連
の
規
定
項
Ⅲ
と
し
て
列
挙
さ
れ
た
こ
の

四
種
の
記
述
が
、
『
阿
毘
達
磨
雑
集
論
（
雑
集
論
）
』
を
初
め
と
す
る
後
世

の
註
釈
書
で
は
、
ど
の
よ
う
に
受
け
取
ら
れ
て
い
る
か
を
検
討
す
る
。
以

下
、
筆
者
に
は
教
授
の
人
を
引
き
摺
り
こ
む
よ
う
な
緊
張
感
を
如
実
に
再

現
す
る
こ
と
は
望
む
蝉
へ
く
も
な
い
が
、
そ
の
検
討
手
順
を
紹
介
す
る
こ
と

に
し
よ
う
。
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そ
し
て
あ
ら
ゆ
る
場
合
に
関
し
て
、
両
者
の
仮
説
を
捨
て
去
っ
た
も

の
（
の
閏
ぐ
胃
。
‐
》
忌
日
８
９
沙
冨
の
①
日
雨
菌
）
を
所
縁
と
す
る
法
智
（
巴
‐

ｐ
目
９
国
四
目
日
日
且
目
ロ
口
目
）
で
あ
る
。

㈱
更
に
見
道
は
種
類
か
ら
す
れ
ば
ｅ
３
ｇ
８
胃
農
》
別
説
Ｉ
差
別
、

号
国
斤
ｅ
、
世
第
一
法
の
直
後
の
、

苦
法
智
忍
、
苦
法
智
、
苦
類
智
忍
、
苦
類
智

集
法
智
忍
、
集
法
智
、
集
類
智
忍
、
集
類
智

滅
法
智
忍
、
滅
法
智
、
滅
類
智
忍
、
滅
類
智

道
法
智
忍
、
道
法
智
、
道
類
智
忍
、
道
類
智

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
見
道
の
種
類
は
、
智
と
忍
と
の
故
に
十
六
種

で
あ
る
。

教
授
は
、
こ
の
四
種
の
規
定
の
起
源
を
、
次
の
よ
う
に
解
釈
す
る
。

第
一
の
規
定
の
特
徴
は
、
所
取
と
能
取
を
別
の
も
の
と
し
て
把
え
な
い

こ
と
（
勉
口
眉
巴
騨
目
ご
富
）
と
し
て
見
道
を
説
明
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
規
定
の
仕
方
は
、
般
若
経
典
の
用
語
法
を
妨
佛
さ
せ
る
も
の
て
あ
り
、

か
つ
、
弥
勒
に
帰
せ
ら
れ
る
琉
伽
論
害
中
に
説
か
れ
る
見
道
の
記
述
に
よ

く
似
て
い
る
。
例
え
ば
、
『
大
乗
荘
厳
経
論
』
（
〆
月
ミ
ゞ
ｅ
に
は
「
そ

れ
（
所
取
と
能
取
）
の
顕
現
し
な
い
こ
と
が
解
脱
で
あ
り
、
把
え
る
こ
と

（
§
巴
四
目
９
秒
）
の
究
極
的
な
遠
離
で
あ
る
」
と
い
う
よ
う
に
説
か
れ
て

い
る
。
こ
の
「
把
え
な
い
こ
と
（
抄
ロ
眉
巴
四
日
ｇ
四
｝
無
所
得
）
」
は
、
弥

勒
論
害
で
は
、
経
験
が
全
て
完
全
に
停
止
し
て
し
ま
う
こ
と
で
は
な
く
、

日
常
的
な
経
験
、
つ
ま
り
所
取
能
取
と
し
て
二
元
化
さ
れ
た
経
験
の
停
止
、

お
よ
び
そ
れ
に
伴
っ
て
生
ず
る
非
二
元
的
な
究
極
の
真
実
（
号
目
目
色
‐

昏
倒
目
》
法
界
）
の
顕
現
を
意
味
す
る
。

第
二
の
規
定
は
、
見
道
を
、
所
縁
と
能
縁
と
が
そ
こ
に
お
い
て
完
全
に

平
等
で
あ
る
智
（
言
習
ｐ
》
８
冒
冒
①
言
園
隆
○
口
）
で
あ
る
と
す
る
。
こ
の
規

定
は
『
声
聞
地
』
に
起
源
を
も
つ
。
但
し
、
『
声
剛
地
』
の
そ
の
箇
所
で

説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
、
見
道
で
は
な
く
、
世
第
一
法
に
至
る
以
前
の
勝

解
作
意
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
、
一
切
の
外
の
所
知
の
境
を
制
伏
し
、
心
を

心
の
所
縁
と
し
、
心
の
上
に
四
諦
を
観
ず
る
智
慧
を
修
習
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
所
縁
と
能
縁
と
が
平
等
平
等
で
あ
る
智
慧
の
生
ず
る
こ
と
が
、
説

か
れ
る
。

所
縁
能
縁
平
等
平
等
智
と
い
う
表
現
は
、
『
摂
大
乗
論
』
に
も
見
ら
れ

る
が
、
そ
こ
で
は
、
『
声
聞
地
』
と
は
対
照
的
に
、
そ
の
本
質
が
真
如
で

あ
る
所
の
無
分
別
智
が
、
こ
の
真
如
を
そ
れ
自
身
の
本
質
と
し
て
認
識
す

る
こ
と
を
意
味
す
る
。

こ
の
第
二
の
規
定
は
、
『
声
聞
地
』
に
そ
の
起
源
を
も
つ
も
の
で
あ
る

に
も
拘
わ
ら
ず
、
第
一
の
規
定
と
同
様
、
本
質
的
に
は
紛
れ
も
な
く
大
乗

の
も
の
で
あ
る
。

第
三
の
規
定
は
、
次
に
拙
訳
に
よ
っ
て
示
す
『
摂
決
択
分
』
の
一
文
に

由
来
す
る
。第

四
現
観
と
は
何
か
。
答
え
て
言
う
。
加
行
道
に
お
い
て
資
糧
を

積
聚
し
て
、
心
の
浄
化
を
よ
く
行
っ
た
時
、
世
間
的
な
順
決
択
分
の

究
極
的
な
善
根
の
直
後
に
、
自
分
自
身
に
関
し
て
、
有
情
の
仮
説
を

捨
て
去
っ
た
法
を
所
縁
と
し
（
の
○
い
○
言
目
侭
昌
・
盲
の
①
目
印
８
口

笛
芦
胃
曾
冨
巴
冒
官
ｇ
ｏ
切
盲
』
自
照
》
内
遣
有
情
仮
法
縁
）
、

見
所
断
の
煩
悩
に
類
す
る
下
品
の
鹿
重
を
離
れ
る
心
が
生
ず
る
。
そ

の
直
後
に
、
自
分
自
身
に
関
し
て
、
法
の
仮
説
を
捨
て
去
っ
た
法
を
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所
縁
と
し
（
の
○
ｍ
○
言
ざ
§
ぬ
目
包
盲
呂
○
唾
戸
首
胃
§
冨
巴
ず
ゅ
ご

目
。
ｍ
旨
・
自
侭
、
》
内
遣
諸
法
仮
法
縁
）
、
見
所
断
の
煩
悩
に
類
す
る

中
品
の
鹿
重
を
離
れ
る
心
が
生
ず
る
。
そ
の
直
後
に
、
一
切
の
衆
生

と
一
切
の
法
の
仮
説
を
捨
て
去
っ
た
法
を
所
縁
と
し
、
見
所
断
の
煩

悩
に
類
す
る
全
て
の
健
重
を
離
れ
る
第
三
の
心
が
生
ず
る
。
〔
こ
れ

が
第
四
現
観
で
あ
る
。
〕
ま
た
以
上
の
如
き
そ
れ
が
見
道
で
あ
る
。

（
甸
爵
．
固
｝
愚
ゞ
豆
甲
式
大
正
、
Ｓ
ｍ
ゞ
ｏ
》
弓
ｌ
瞳
）

教
授
は
、
こ
の
規
定
の
特
徴
が
、
典
型
的
な
小
乗
的
要
素
と
大
乗
的
要

素
の
結
合
に
あ
る
こ
と
、
及
び
分
析
的
な
形
式
を
用
い
て
い
る
点
に
あ
る

こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

第
四
の
規
定
は
、
四
諦
十
六
行
相
の
観
察
で
あ
り
、
純
粋
に
小
乗
的
な

規
定
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
構
造
的
に
も
用
語
上
か
ら
も
ぐ
ゅ
旨
目
樫
冨
の

見
道
理
論
と
一
致
す
る
。
し
か
し
、
そ
の
具
体
的
な
説
明
（
実
際
は
、
苦

の
法
智
忍
、
法
智
、
類
智
忍
、
類
智
だ
け
が
説
明
さ
れ
て
い
る
）
は
、

ぐ
ゅ
旨
目
望
冨
の
説
明
よ
り
も
、
は
る
か
に
人
為
的
で
あ
り
、
完
全
に
別

の
も
の
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
説
明
を
拙
訳
に
よ
っ
て
示
せ
ば
次
の
如
く

で
あ
る
。

苦
と
は
何
か
。
苦
諦
で
あ
る
。
苦
に
関
す
る
法
（
号
ロ
炭
彦
①
Ｑ
ｇ
Ｈ
‐

目
息
）
と
は
何
か
。
苦
諦
に
関
す
る
教
法
（
⑳
閉
四
国
砂
目
日
日
い
）
で
あ

る
・
法
智
と
は
何
か
・
加
行
道
に
お
い
て
、
〔
苦
〕
諦
に
関
す
る
法
を
観

察
す
る
智
で
あ
る
。
智
忍
と
は
何
か
。
先
に
行
っ
た
観
察
の
す
ぐ
れ

①

た
力
に
よ
っ
て
、
自
ら
苦
諦
を
直
接
認
識
す
る
無
漏
の
智
慧
臼
呂
‐

戸
豈
儲
④
ご
Ｐ
冒
四
ご
ｐ
岸
函
ロ
ロ
ケ
毎
動
く
冒
吋
⑳
屋
削
尉
騨
く
い
冒
伊
甘
巴
で
あ
る
。

こ
の
智
慧
に
よ
っ
て
、
見
苦
所
断
の
順
悩
を
総
て
断
ず
る
の
で
あ
る
。

故
に
苦
法
智
忍
と
言
わ
れ
る
。

苦
法
智
と
は
何
か
。
忍
の
直
後
〔
の
智
で
あ
り
〕
、
こ
の
智
に
よ

っ
て
、
上
記
の
煩
悩
か
ら
の
解
脱
を
現
証
す
る
。
故
に
苦
法
智
と
言

わ
れ
る
。

苦
類
智
忍
と
は
何
か
。
苦
法
智
忍
と
苦
法
智
に
お
い
て
、
「
こ
れ②

（
忍
と
智
）
が
、
後
に
〔
生
ず
る
〕
聖
法
の
類
（
Ｈ
閏
Ｐ
因
）
で
あ
る
」

と
自
ら
直
接
認
識
す
る
無
漏
の
智
慧
が
生
ず
る
。
故
に
苦
類
智
忍
と

言
わ
れ
る
。

苦
類
智
と
は
何
か
。
そ
の
直
後
に
無
漏
の
智
慧
が
生
ず
る
。
そ
し

て
そ
の
智
慧
に
よ
っ
て
苦
類
智
忍
を
認
定
（
喝
呂
９
３
冨
佳
．
審
定

印
可
）
す
る
。
そ
れ
が
苦
類
智
と
言
わ
れ
る
。

①
犀
且
冒
己
は
菖
儲
乱
巳
〕
巷
騨
は
ｇ
置
く
片
目
”
冨
冒
で
あ
る
が
、
冒
口
訳
、

漢
訳
、
ぐ
乱
匡
〕
菌
に
よ
っ
て
目
笥
く
“
ぐ
』
ｏ
図
眉
目
冒
冨
は
ｇ
旨
目
と
改
め

て
訳
し
た
。

②
箇
旦
員
菌
国
日
曾
冒
ぐ
畠
騨
①
箇
習
冨
号
肖
口
国
掛
目
ゞ
言
後
諸
聖
法
皆
是

此
種
類
。

ま
た
、
こ
れ
に
続
い
て

こ
の
分
位
に
お
い
て
、
法
智
の
忍
と
智
と
に
よ
っ
て
所
取
を
認
識

（
Ｐ
ぐ
§
○
号
。
）
覚
悟
）
し
、
類
の
忍
と
智
と
に
よ
っ
て
能
取
を
認
識

す
る

と
言
い
、
第
四
の
規
定
で
は
、
見
道
は
所
取
能
取
を
認
識
す
る
，
も
の
で
あ

る
、
と
考
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
分
る
。

以
上
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
こ
れ
ら
四
種
の
規
定
は
、
相
互
に
、
歴
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史
的
に
も
内
容
的
に
も
異
質
な
も
の
で
あ
る
こ
と
は
殆
ん
ど
疑
い
の
余
地

が
な
い
、
と
い
う
の
が
教
授
の
考
え
で
あ
る
。
特
に
、
第
一
の
規
定
は
、

見
道
を
、
所
取
能
取
を
認
識
し
な
い
こ
と
（
ｐ
ｐ
ｇ
巴
ぃ
冒
冒
①
〕
ロ
○
口
も
①
Ｈ
‐

の
名
武
○
口
○
吋
ご
○
ご
‐
砦
胃
①
房
ロ
里
○
口
）
と
す
る
の
に
対
し
て
、
第
四
の
規
定

は
、
所
取
能
取
を
認
識
す
る
こ
と
（
。
ぐ
§
○
号
秒
）
と
し
、
相
互
に
矛
盾
す

る
よ
う
に
す
ら
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
不
統
一
性
を
も
た
ら
し
た
理
由
に
関
し
て
、
教
授
は
次
の

よ
う
に
説
明
す
る
。
『
集
論
』
の
著
者
は
、
自
分
の
資
料
の
中
に
見
出
し

た
数
個
の
異
質
な
規
定
を
、
た
だ
並
置
し
た
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る
。
そ

の
際
、
彼
が
ｇ
ｏ
嘗
旦
言
（
暗
示
的
）
で
単
一
な
も
の
か
ら
、
８
菌
嘗
ゆ
ぱ
。

（
同
じ
こ
と
を
繰
返
し
述
べ
る
？
）
で
分
析
的
な
も
の
へ
、
同
時
に
、
純
粋

に
大
乗
的
な
も
の
か
ら
混
合
的
な
も
の
、
そ
し
て
本
質
的
に
は
小
乗
的
な

も
の
へ
、
と
い
う
原
理
に
従
っ
て
配
列
し
た
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
う
い
う
企
て
以
外
に
、
異
質
な
要
素
を
、
一
つ
の
哲
学
的
或
い

は
教
義
的
に
首
尾
一
貫
し
た
体
系
の
下
に
、
統
一
し
よ
う
と
い
う
試
み
は

何
も
見
受
け
ら
れ
な
い
よ
う
で
あ
る
。
従
っ
て
、
こ
れ
ら
の
相
互
に
異
質

な
資
料
を
、
教
義
的
に
首
尾
一
貫
し
た
も
の
に
仕
上
げ
る
と
い
う
仕
事
は
、

後
世
の
註
釈
家
た
ち
に
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
、
そ
の
註
釈
書
で
あ
る
『
雑
集
論
』
で
は
そ
の
異
質
性
は
、

ど
の
よ
う
に
取
り
扱
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ
う
か
。
教
授
は
『
雑
集
論
』
が

『
集
論
』
を
凌
い
で
い
る
点
を
二
点
挙
げ
る
。
ま
ず
、
四
種
の
規
定
を
、

相
互
に
同
質
な
も
の
に
し
よ
う
と
す
る
傾
向
を
示
し
て
い
る
、
と
い
う
点

が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
本
質
的
に
重
要
な
の
は
、
第
四
の
規

定
の
解
釈
で
あ
る
。
『
雑
集
論
』
は
、
苦
法
智
忍
を
註
釈
す
る
に
際
し
て
、

苦
諦
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
る
総
て
の
個
々
の
法
の
、
倶
体
的
で
集
合

的
な
意
味
に
お
け
る
苦
諦
そ
の
も
の
を
知
覚
的
に
認
識
す
る
こ
と
と
し
て

①

で
は
な
く
、
苦
諦
の
統
一
的
な
真
の
本
質
（
冨
昏
四
国
ゞ
ｓ
の
匡
昌
。
儲
日

ヰ
ロ
の
①
の
、
①
ロ
。
①
）
の
認
識
と
し
て
、
そ
れ
を
理
解
し
て
い
る
。
ま
た
、
苦

法
智
は
、
転
依
を
意
味
す
る
も
の
と
理
解
し
て
い
る
。

①
儲
四
胃
Ｈ
ｏ
８
冒
呉
８
日
目
呂
曾
巴
○
邑
昌
旦
○
津
月
愚
苔
の
昌
ぐ
①
津
昌
〕

戸
号
、
①
芦
局
旨
冒
（
ず
①
○
○
口
○
吋
①
汁
⑦
’
○
○
匡
⑦
。
ぼ
く
⑦
ｍ
四
】
、
の
○
開
騨
匡
」
ロ
ロ
岸
ぐ
」
Ｑ
二
四
］
閉
包
Ｉ

・
８
周
の
秒
、
呂
胃
画
○
蔚
鳥
＆
ご
号
の
弓
】
、
二
号
こ
の
英
文
の
意
味
が
あ
ま

・
り
よ
く
分
ら
な
い
。

教
授
が
こ
の
よ
う
に
言
う
そ
の
箇
所
を
、
以
下
に
拙
訳
に
よ
っ
て
掲
げ

て
お
く
。

｜
」
の
中
で
苦
法
智
忍
は
、
加
行
道
に
お
い
て
、
苦
諦
に
関
す
る
経

な
ど
の
法
を
観
察
す
る
所
の
、
如
理
作
意
に
包
摂
さ
れ
る
智
と
い
う
、

優
れ
た
力
に
よ
っ
て
、
自
ら
の
相
続
の
苦
諦
に
関
し
て
、
そ
の
真
如

を
直
接
認
識
す
る
所
の
（
胃
⑳
ご
鼻
紙
冒
号
目
く
目
）
、
正
見
（
８
日
‐

冒
魁
魁
匡
）
を
そ
の
本
質
と
す
る
、
出
世
間
の
智
慧
（
旨
冒
洋
画
風

胃
旦
目
）
と
し
て
生
ず
る
。
そ
し
て
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
見
苦
所
断

の
三
界
の
二
十
八
の
随
眠
を
断
ず
る
の
で
あ
る
。
故
に
、
苦
法
智
忍

と
言
わ
れ
る
。
こ
の
忍
に
よ
っ
て
、
見
苦
所
断
の
煩
悩
を
断
ず
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
所
依
が
転
ず
る
時
、
そ
の
直
後
に
、
或
る
智
に
よ
っ

て
、
そ
の
転
依
（
駁
Ｈ
葛
眉
目
目
言
）
を
経
験
す
る
（
官
鼻
冨
ロ
ロ
‐

９
口
く
い
ｇ
ｏ
そ
の
〔
智
〕
が
苦
法
智
と
言
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
（
弓
四
‐

は
餌
』
や
弓
も
１
ｍ
』
Ｐ
戸
醗
》
ｇ
ゞ
“
函
１
口
四
》
大
正
、
認
、
〕
四
ゞ

画
ｏ
４
ｌ
ｌ
い
む
）
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こ
の
よ
う
に
考
え
れ
ば
、
最
も
小
乗
的
な
性
格
を
示
し
て
い
た
第
四
の

規
定
も
、
他
の
三
つ
と
あ
る
程
度
ま
で
調
和
す
る
。
『
雑
集
論
』
そ
の
も

の
は
、
こ
れ
ら
四
種
の
規
定
を
異
質
な
も
の
と
は
考
え
ず
、
む
し
ろ
、
同

じ
一
つ
の
経
験
に
お
け
る
異
っ
た
局
面
を
述
ぺ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
べ

き
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
そ
う
な
れ
ば
、
『
雑
集
論
」
に
お
い

て
は
、
第
一
の
規
定
は
、
見
道
の
外
観
的
な
局
面
（
含
Ｈ
ｇ
巴
凹
名
の
９
）
、

つ
ま
り
分
別
を
離
れ
た
止
と
観
と
の
統
合
（
の
冒
讐
①
の
厨
）
を
示
し
、
第
二

の
規
定
は
、
見
道
の
内
容
、
つ
ま
り
所
取
能
取
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
そ

の
特
徴
と
す
る
真
如
（
３
号
凹
薗
）
を
示
し
、
第
三
の
規
定
は
、
見
道
の
内

容
で
な
い
も
の
、
つ
ま
り
、
分
別
の
あ
た
か
も
対
象
物
で
あ
る
か
の
如
く

現
わ
れ
る
相
関
物
Ｓ
ｍ
の
且
○
‐
○
昼
の
ｏ
陣
ぐ
⑦
８
国
①
冨
蔚
の
具
ぐ
時
巴
冨
）
即

ち
相
（
ロ
目
詳
国
）
を
強
調
す
る
も
の
と
し
て
理
解
す
尋
へ
き
で
あ
る
、
と
考

え
ら
れ
る
。

か
く
し
て
、
教
授
の
考
え
に
よ
れ
ば
、
『
雑
集
論
』
に
お
け
る
四
種
の

規
定
の
違
い
は
、
見
道
の
様
々
な
局
面
の
表
現
の
仕
方
、
及
び
ど
れ
ほ
ど

精
巧
に
そ
れ
を
分
析
し
て
い
る
か
と
い
う
程
度
の
違
い
に
由
来
す
る
、
と

い
う
こ
と
に
な
る
。

『
雑
集
論
」
が
『
集
論
』
を
凌
ぐ
第
二
の
点
は
、
『
集
論
』
に
お
け
る

見
道
の
冗
長
な
説
明
が
、
行
者
に
対
す
る
指
示
及
び
準
備
の
た
め
の
単
な

る
間
に
合
わ
せ
（
ご
い
ぐ
閉
昏
習
い
目
弾
国
》
目
鼻
①
の
三
洋
）
に
す
ぎ
ず
、
見

道
の
出
世
間
的
な
本
性
は
、
行
者
各
自
の
経
験
に
よ
っ
て
の
み
達
し
得
る

も
の
で
あ
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
教
授
が
こ
の
よ
う
に
言

っ
て
い
る
箇
所
を
拙
訳
で
示
す
と
次
の
如
く
で
あ
る
。

一
切
の
道
諦
は
、
教
示
（
ぐ
憩
ご
閉
昏
習
聾
安
立
）
と
思
惟
（
畠
冨
‐

言
騨
づ
ゅ
）
と
、
経
験
（
巴
〕
号
冨
夢
画
一
証
受
）
と
、
円
満
含
胃
巷
胃
一
）

と
い
う
四
種
の
点
か
ら
理
解
す
、
へ
き
で
あ
る
。

そ
の
中
で
、
教
示
と
い
う
点
か
ら
〔
道
諦
を
説
明
す
れ
ば
〕
、
各
自

の
理
解
に
応
じ
て
そ
の
究
寛
に
到
達
し
た
声
聞
な
ど
が
、
そ
の
後
得

智
に
よ
っ
て
、
他
の
人
均
を
〔
そ
の
究
寛
に
〕
到
達
せ
し
め
ん
が
為

に
、
名
句
文
を
用
い
て
、
道
諦
を
教
示
す
る
の
で
あ
る
。
諸
諦
に
お

け
る
忍
と
智
は
是
の
如
し
云
灸
と
い
う
よ
う
に
。

思
惟
と
い
う
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
〔
道
諦
は
〕
現
観
を
勤
修
す
る

人
々
が
、
世
間
〔
智
〕
に
よ
っ
て
、
教
示
せ
ら
れ
た
通
り
に
思
惟
し

つ
つ
繰
り
返
し
修
習
す
る
こ
と
で
あ
る
。

経
験
と
い
う
点
に
関
し
て
言
え
ば
、
〔
道
諦
は
〕
上
記
の
よ
う
に
し

て
繰
り
返
し
修
習
す
る
人
為
が
、
初
め
て
目
ら
経
験
す
る
、
見
道
と

呼
ば
れ
る
出
世
間
の
無
戯
論
の
分
位
で
あ
る
。

円
満
と
い
う
点
か
ら
〔
道
諦
を
説
明
す
れ
ば
〕
、
そ
の
後
、
転
依
を

円
満
し
乃
至
証
得
の
究
寛
に
到
達
し
、
そ
し
て
、
証
得
の
究
寛
に
到

達
し
た
人
為
が
、
更
に
、
そ
の
後
得
智
に
よ
っ
て
、
道
諦
を
教
示
す

づ
（
》
Ｏ

こ
の
よ
う
な
四
種
の
形
態
を
と
る
道
輪
（
目
胃
魍
‐
８
同
色
）
は
、
益

を
相
互
に
相
い
依
っ
て
転
ず
る
、
と
理
解
す
ゞ
へ
き
で
あ
る
。
（
目
自
国
』

弓
．
弓
》
鴎
ｌ
認
ふ
》
勺
鼻
．
段
》
⑨
昌
四
Ｌ
ｌ
ｐ
蝉
大
正
、
菌
ロ
ロ

忠
’
○
．
旨
）

し
か
し
見
道
の
説
明
が
く
恩
ぐ
儲
昏
習
い
に
す
ぎ
ず
、
そ
の
出
世
間
的

な
本
性
が
、
行
者
の
自
内
証
に
よ
っ
て
の
み
証
得
さ
れ
る
、
と
い
う
内
容

は
、
教
授
の
注
記
さ
れ
た
こ
の
箇
所
よ
り
も
、
む
し
ろ
そ
の
少
し
前
の
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教
授
は
、
あ
と
に
残
さ
れ
た
問
題
の
解
決
を
、
プ
ト
ン
（
届
９
１
国
震
）
、

ダ
ル
マ
リ
ン
チ
ェ
ン
（
勗
霞
ｌ
匡
篭
）
、
ポ
ト
ン
（
屋
認
ｌ
匡
臼
）
、
シ
ャ
ー

キ
ャ
・
チ
ョ
ク
デ
ン
（
辰
腿
ｌ
扇
ｓ
）
、
ミ
。
ハ
ン
（
屍
念
ｌ
忌
届
）
ら
チ
零
ヘ
ッ

ト
人
に
よ
る
註
釈
の
中
に
求
め
、
こ
こ
で
は
プ
ト
ン
（
田
口
牌
○
口
両
目

§
①
口
四
号
）
の
註
釈
が
取
り
上
げ
ら
れ
る
。
プ
ト
ン
の
語
義
解
釈
の
特

徴
が
二
、
三
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
与
え
ら
れ
た
紙
数
も
尽
き
よ
う
と
し

て
い
る
。
当
面
の
残
さ
れ
た
問
題
へ
と
先
を
急
ご
う
。

教
授
に
よ
れ
ば
、
プ
ト
ン
は
、
「
集
論
』
の
分
析
的
な
記
述
を
よ
り
真

剣
に
取
り
扱
お
う
と
し
て
い
る
。
見
道
の
詳
細
な
分
析
つ
ま
り
第
四
の
規

定
を
説
明
す
る
に
際
し
て
、
プ
ト
ン
は
、
『
集
論
』
の
前
掲
の

こ
の
分
位
に
お
い
て
、
法
智
の
忍
と
智
と
に
よ
っ
て
所
取
を
認
識

し
、
類
の
忍
と
智
と
に
よ
っ
て
能
取
を
認
識
す
る
。

こ
の
よ
う
に
見
道
に
関
し
て
、
詳
細
に
説
明
さ
れ
た
こ
と
は
総
て
、

単
な
る
教
示
（
ぐ
葛
く
ゅ
の
昏
冒
四
目
弾
国
仮
建
立
）
に
す
ぎ
な
い
、
と

理
解
す
。
へ
き
で
あ
る
。
出
世
間
の
階
位
は
自
内
証
さ
る
。
へ
き
も
の
で

あ
る
か
ら
。
（
且
自
国
》
ロ
ミ
》
９
１
届
》
大
正
、
認
卸
戸
思
ｌ
器
）

と
説
か
れ
る
記
述
の
中
に
求
め
ら
れ
る
、
へ
き
で
は
な
か
ろ
う
か
。
言
．
患

の
旨
昌
且
＆
は
①
Ｘ
ｅ
且
凶
の
誤
り
？
）

『
雑
集
論
』
は
、
『
集
論
』
を
教
義
的
に
首
尾
一
貫
性
を
以
っ
て
解
釈

す
る
と
い
う
点
で
、
重
要
な
貢
献
を
な
し
た
が
、
菩
薩
の
見
道
の
証
得
と

声
聞
の
見
道
の
証
得
と
に
違
い
が
あ
る
か
否
か
、
違
い
が
あ
る
と
す
れ
ば
、

『
集
論
』
の
規
定
は
そ
の
違
い
と
ど
う
い
う
関
係
が
あ
る
の
か
、
と
い
う

問
題
を
あ
と
に
残
し
て
い
る
。

と
い
う
記
述
が
、
見
道
は
有
限
な
存
在
（
呂
○
の
８
口
－
百
口
己
圃
８
９
２
〕

世
俗
諦
）
を
そ
の
認
識
対
象
と
は
し
な
い
と
い
う
考
え
方
、
及
び
こ
の
記

述
を
、
所
取
能
取
の
無
自
性
の
認
識
と
い
う
意
味
に
解
釈
す
る
シ
ウ
匂
い

（
シ
ヴ
冨
乱
５
吋
凋
眉
国
）
の
見
解
、
を
退
け
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
て
い
る
。
つ
ま
り
プ
ト
ン
は
、
声
聞
の
見
道
論
こ
そ
、
『
集
諭
』
が
説

こ
う
と
し
て
い
る
所
の
も
の
と
、
大
筋
に
お
い
て
一
致
す
る
、
と
考
え
て

い
る
こ
と
に
な
る
。
そ
し
て
、
四
種
の
規
定
相
互
の
関
係
に
関
し
て
言
え

ば
、
前
三
者
の
要
約
的
な
規
定
が
、
第
四
の
規
定
に
よ
っ
て
十
六
種
に
分

け
て
詳
説
さ
れ
る
、
そ
の
総
て
の
見
道
の
本
質
含
○
ｇ
）
を
述
べ
る
も
の

で
あ
り
、
従
っ
て
前
三
者
と
第
四
と
は
、
何
ら
二
者
択
一
的
で
は
な
い
、

と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

そ
れ
で
は
、
プ
ト
ン
は
、
こ
の
よ
う
な
見
道
論
を
、
声
聞
に
の
み
適
用

し
得
る
も
の
、
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
と
も
、
菩
薩
や
独

覚
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
と
考
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

『
集
論
』
の
見
道
論
の
中
に
は
、
上
記
の
如
く
、
種
狗
の
異
質
な
要
素

が
見
ら
れ
る
が
、
プ
ト
ン
の
註
釈
中
に
は
、
彼
が
、
そ
の
大
半
の
要
素
の

用
語
法
が
、
三
乗
中
の
一
乗
（
声
聞
乗
）
に
よ
り
芳
わ
し
い
も
の
で
あ
る

こ
と
を
明
了
に
意
識
し
な
が
ら
、
し
か
も
、
そ
の
見
道
論
を
三
乗
総
て
に

適
用
し
得
る
も
の
、
と
考
え
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
を
示
唆
す
る
幾
つ
か

の
言
及
が
見
ら
れ
る
。
例
え
ば
、
彼
が
、
十
六
行
相
説
は
、
本
来
は
声
聞

乗
の
理
論
で
あ
る
が
、
何
ら
か
の
付
加
的
条
件
を
つ
け
加
え
れ
ば
、
独
覚

の
見
道
に
も
、
菩
薩
の
見
道
に
も
適
合
す
る
、
と
主
張
し
て
い
る
よ
う
な

箇
所
が
そ
う
で
あ
る
。

つ
ま
り
、
一
般
に
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
、
『
集
論
』
は
、
煩
悩
陣

アワ
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の
除
去
に
の
み
触
れ
て
、
所
知
障
を
除
く
こ
と
に
は
言
及
し
な
い
。
し
か

し
、
プ
ト
ン
に
依
れ
ば
、
所
知
障
の
除
去
も
、
独
覚
と
菩
薩
と
に
適
用
さ

れ
る
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
即
ち
、
独
覚
は
所
知
障
に
関
す
る
所

取
の
分
別
命
３
耳
騨
く
房
巴
園
）
を
離
れ
る
が
、
能
取
の
分
別
（
唱
豐
Ｐ
‐

百
く
房
騨
言
④
）
を
離
れ
ず
、
他
方
、
菩
薩
は
両
者
の
分
別
を
離
れ
る
、
と

い
う
よ
う
に
し
て
、
共
に
所
知
障
を
除
去
す
る
、
と
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
、
と
い
う
の
が
、
プ
ト
ン
の
考
え
方
で
あ
る
。
と
は
言
え
、
こ
の
よ

う
な
学
説
は
、
殊
に
独
覚
に
関
し
て
は
、
『
集
論
』
と
は
相
容
れ
な
い
も

の
で
あ
り
、
古
聡
伽
行
派
全
般
と
も
相
容
れ
な
い
・

教
授
は
、
こ
の
よ
う
な
考
え
方
が
、
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
に
非
常
に
大
き
な

影
響
を
与
え
、
当
の
プ
ト
ソ
を
も
含
む
多
く
の
チ
ゞ
ヘ
ッ
ト
人
学
者
に
よ
っ

て
註
釈
さ
れ
て
い
る
、
少
目
勝
四
目
９
画
目
圃
国
の
伝
統
に
帰
属
す
る
も

の
で
あ
る
こ
と
を
、
プ
ト
ソ
が
別
の
箇
所
で
引
用
し
て
い
る
シ
昌
曾
く
自
匡
‐

屏
肘
⑦
口
い
の
シ
ヴ
亘
８
日
目
巴
：
面
倒
局
昏
の
説
を
援
用
し
つ
つ
、
明
ら

か
に
し
て
い
る
。
更
に
教
授
は
、
こ
の
考
え
方
の
淵
源
が
、
国
肖
号
冨
号
四

が
彼
の
シ
ｇ
肘
Ｐ
目
昌
巴
秒
烏
習
巴
ｏ
恩
に
お
い
て
『
集
論
』
の
見
道
説

を
用
い
て
い
る
こ
と
に
求
め
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。

教
授
は
こ
の
後
に
、
プ
ト
ソ
の
考
え
方
の
欠
陥
に
触
れ
る
。
プ
ト
ン
に

よ
れ
ば
、
『
集
論
』
の
見
道
論
は
本
来
的
に
は
声
聞
乗
の
理
論
で
あ
る
。

し
か
し
、
そ
の
第
二
の
規
定
「
所
縁
と
能
縁
と
の
平
等
平
等
な
る
智
」
は
、

声
聞
乗
の
見
道
に
当
て
は
ま
ら
な
い
よ
う
に
思
え
る
。
こ
の
点
に
関
し
て
、

プ
ト
ン
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。

以
上
の
よ
う
に
、
『
集
諭
」
に
お
け
る
見
道
の
四
種
の
規
定
が
、
相
互

に
ど
の
よ
う
に
異
質
で
あ
り
、
そ
れ
が
何
に
由
来
し
て
い
る
か
、
そ
し
て

そ
の
よ
う
な
異
質
性
が
、
後
世
の
註
釈
に
お
い
て
は
、
ど
の
よ
う
に
解
釈

さ
れ
て
い
る
か
、
と
い
う
こ
と
に
関
す
る
教
授
の
検
討
手
順
を
見
て
き
た
。

＊

今
回
教
授
か
ら
、
こ
の
論
文
と
他
に
も
う
一
編
の
論
文
を
送
ら
れ
、
一
読

再
読
し
て
、
本
論
冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
そ
の
精
級
な
論
証
と
広
汎
な

渉
猟
力
、
な
か
ん
ず
く
優
れ
た
着
眼
点
に
、
こ
の
度
も
や
は
り
感
嘆
の
念

を
禁
じ
得
な
か
っ
た
。
そ
の
一
編
を
こ
こ
に
紹
介
す
る
所
以
で
あ
る
。

＊
○
匡
昌
①
ぐ
昌
言
震
勺
食
目
習
昌
甸
農
、
畠
の
旨
、
Ｐ
目
色
言
昌
「
目
○
ｇ
三
協
ヨ
国
く
眉
目

『
（
シ
○
月
シ
Ｈ
ｚ
ｐ
Ｏ
Ｆ
○
○
胃
○
シ
ぐ
２
．
ぐ
戸
乞
望
）

こ
の
様
に
、
教
授
の
優
れ
た
文
献
研
究
が
、
初
期
の
琉
伽
行
思
想
の
系

譜
の
解
明
に
多
大
の
貢
献
を
果
し
、
現
に
今
も
貢
献
し
つ
つ
あ
る
も
の
で

あ
る
こ
と
は
、
衆
目
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
か
し
筆
者
に
は
、
教

授
の
論
文
を
読
む
度
に
、
感
嘆
の
念
と
共
に
、
漠
然
と
し
た
一
種
の
不
満

足
感
が
残
る
こ
と
も
事
実
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
を
、
こ
れ
を
機
会
に
考
え

て
み
た
い
。

教
授
は
、
『
集
論
』
に
お
け
る
見
道
に
関
す
る
四
種
の
規
定
に
見
ら
れ

る
異
質
性
の
由
来
を
説
明
し
て
、
そ
れ
は
、
『
集
論
』
の
著
者
が
、
彼
の

所
有
し
て
い
た
資
料
中
に
見
出
し
た
幾
つ
か
の
異
質
な
規
定
を
、
そ
れ
ら

を
一
つ
の
哲
学
的
或
い
は
教
義
的
に
首
尾
一
貫
し
た
体
系
の
下
に
、
統
一

、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、

し
よ
う
と
い
う
試
み
は
何
ら
企
て
ず
に
、
た
だ
並
置
し
た
に
す
ぎ
な
い

（
９
ｍ
ｍ
目
毛
ご
言
斡
名
○
い
の
ｅ
と
い
う
こ
と
に
帰
す
る
の
で
あ
る
、
と
し

て
い
る
。
『
集
論
』
の
成
立
或
い
は
特
徴
に
関
す
る
教
授
の
見
解
は
、
単

に
見
道
の
規
定
に
の
み
留
ま
ら
ず
、
そ
の
全
体
に
及
ぶ
も
の
と
推
察
さ
れ

る
。
ま
た
『
阿
毘
達
磨
集
論
、
陽
ｇ
己
冒
拭
ｇ
Ｐ
閨
目
匡
８
葛
邑
と
い
う
題
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名
そ
の
も
の
も
、
「
規
定
の
集
成
、
た
だ
並
置
さ
れ
寄
せ
集
め
ら
れ
た
も

の
」
と
い
う
印
象
を
与
え
が
ち
で
あ
る
。
教
授
の
狙
い
は
、
イ
ン
ド
及
び

チ
、
、
ヘ
ッ
ト
の
註
釈
者
が
、
『
集
論
』
中
に
単
に
並
置
さ
れ
た
に
す
ぎ
な
い
、

そ
れ
ぞ
れ
異
質
な
素
材
を
用
い
て
、
ど
の
よ
う
に
教
義
的
に
首
尾
一
貫
し

た
解
釈
を
展
開
し
た
か
を
示
す
こ
と
に
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
よ
う
な
解

釈
が
、
『
集
論
』
が
そ
れ
ら
の
素
材
を
単
に
並
置
し
て
お
い
た
こ
と
か
ら

生
ず
る
、
必
然
的
な
課
題
を
、
明
確
に
か
つ
適
切
に
完
成
し
た
の
で
あ
る
、

と
主
張
す
る
人
が
も
し
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
人
に
対
し
て
、
教
授
は
、

「
そ
う
い
う
或
る
特
定
の
形
の
解
釈
が
、
も
と
の
テ
キ
ス
ト
の
中
に
、
既

に
含
ま
れ
て
い
る
の
で
あ
る
、
と
主
張
す
る
こ
と
は
、
大
変
危
険
な
こ
と

で
あ
る
」
と
言
う
。

し
か
し
教
授
は
他
方
で
は
、
プ
ト
ン
が
、
シ
ヴ
ご
閏
昌
昌
堅
自
圃
昌
の

伝
統
を
導
入
し
て
、
『
集
論
』
の
異
質
な
規
定
を
同
質
化
し
、
調
和
さ
せ

よ
う
と
し
た
試
み
を
、
そ
れ
自
体
と
し
て
か
な
り
興
味
深
い
も
の
と
し
て

認
め
て
い
る
。

こ
こ
に
至
っ
て
疑
問
に
思
う
こ
と
は
、
『
雑
集
論
』
の
著
者
や
プ
ト
ン

が
果
し
て
、
教
授
が
理
解
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
集
論
』
の
四
種
の
規
定

を
「
相
互
に
異
質
な
素
材
を
、
た
だ
並
置
し
た
に
す
ぎ
な
い
も
の
」
と
考

え
て
い
た
で
あ
ろ
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
よ
り
も
何
よ
り
も
、

『
集
論
』
の
著
者
は
、
見
道
の
規
定
を
行
う
に
際
し
て
、
手
許
に
あ
る
、

或
い
は
知
っ
て
い
る
限
り
の
、
規
定
を
、
そ
の
配
列
は
大
乗
的
な
も
の
か

、
、
、
、
、

ら
小
乗
的
な
も
の
へ
と
い
う
順
序
を
考
慮
し
た
と
は
言
え
、
た
だ
並
置
し

、
、
、
、

た
り
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
『
集
論
』
に
説
か
れ
る
見
道
論
は
、
本
当
に

一
つ
の
哲
学
的
、
或
い
は
教
義
的
に
首
尾
一
貫
し
た
体
系
の
下
に
統
一
し

よ
う
と
い
う
試
み
を
全
く
欠
い
た
も
の
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
「
集

論
』
の
み
な
ら
ず
、
そ
れ
と
同
種
の
特
徴
を
持
つ
一
喝
琉
伽
師
地
論
』
に
関

す
る
教
授
の
論
文
を
読
ん
だ
時
に
も
感
じ
た
疑
問
で
あ
る
。
哲
学
的
な
首

尾
一
貫
性
を
欠
い
た
書
物
が
、
果
し
て
聡
伽
行
者
た
ち
に
よ
っ
て
、
行
法

の
書
と
し
て
伝
承
さ
れ
得
た
で
あ
ろ
う
か
。

も
し
か
し
た
ら
、
初
期
の
琉
伽
行
者
た
ち
に
と
っ
て
は
、
そ
れ
は
そ
れ

で
首
尾
一
貫
性
を
持
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
で
は
な
い
か
。

む
し
ろ
そ
の
首
尾
一
貫
性
を
こ
そ
追
求
す
べ
き
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
か
。

『
雑
集
論
』
や
プ
ト
ン
が
、
異
質
な
素
材
を
用
い
て
、
首
尾
一
貫
し
た
解

釈
を
創
り
出
し
た
か
の
よ
う
に
、
わ
れ
わ
れ
に
は
映
ず
る
事
も
、
実
は
、

も
と
の
テ
キ
ス
ト
に
既
に
含
意
さ
れ
て
い
た
事
柄
で
あ
っ
た
、
と
い
う
こ

と
は
本
当
に
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

自
己
の
浅
学
非
才
を
顧
み
ず
、
所
感
の
ま
ま
を
記
し
た
。
教
授
が
注
記

（
台
）
に
予
告
し
て
お
ら
れ
る
「
見
道
に
関
す
る
琉
伽
論
害
の
思
想
系
統

（
ｐ
ｏ
①
再
巴
口
］
旨
①
具
汁
昏
○
口
ぬ
げ
詐
旨
詐
彦
○
国
○
ｍ
似
○
割
Ｈ
四
吋
①
鼻
目
①
旨
什
具

芽
①
８
詠
色
口
胃
目
詞
騨
）
」
の
研
究
が
出
版
さ
れ
る
こ
と
を
今
か
ら
期
待
し

て
い
る
。
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